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田中忠道と森田武雄が世界選手権で優勝

1969

（昭和44年）1969

◆この年の主な出来事

 1月 東大安田講堂事件
 2月 たばこセブンスター発売
 3月 NHK、FM放送開始
  超音速旅客機「コンコルド」初飛行
 7月 アポロ11号月面着陸
 8月 甲子園の決勝戦で松山商と三沢高が延長

18回引分け再試合
  映画「男はつらいよ」シリーズ第1作公開
 10月 人工甘味料「チクロ」使用禁止
  米国全土でベトナム反戦運動
 11月 プロ野球「黒い霧事件」

　国際レスリング連盟（FILA）が階級区分を変更。

アジア・アフリカの小柄な選手にも出場機会を与え

ようと、8階級から10階級とした。本協会はこれを

機に、名称を従来の「フライ級」等から「kg級」と変

更した。最軽量級は52kg級（フライ級）から48kg

級へ。

　その最初の世界選手権が3月3～ 10日にアルゼ

ンチン・マルデルプラタで行われた。オリンピック

の翌年とはいえ、ソ連、イラン、米国、ブルガリア、

ルーマニアなどはベストメンバーで参加した。ト

ルコは不参加。日本は新設の48kg級のみ1月19日

に東京・青少年総合センターで選考会を実施。他の

階級は過去の実績などで選抜した。

　経費の半額を自己負担という状況。大卒の初任

給が2万5,000円の時代に50万円を超える負担は

重く、行きたくても行けない選手は少なくなかっ

た。両スタイルとも8階級の出場となり、74kg級と

90kg級は同じ選手が出場した。

　グレコローマンはメダルなしに終わったもの

の、フリースタイルでは57kg級の田中忠道（福岡大

教）と62kg級の森田武雄（群馬・舘林高教）が優勝。

48kg級の梅田昭彦（東洋大）と74kg級の山縣盛治

（日体大）が銅メダルを取り、日本の強さをアピー

ルした。

藤本英男が史上4人目の
全日本両スタイル制覇

　それとほぼ同時期の2月28日～ 3月2日、1968年

度全日本選手権が大阪・東淀川体育館で行われた。

前述の通り、この年から10階級に変更されたが、こ

の大会は1968年度大会ということもあって8階級

で実施した。

　大会にはメキシコ・オリンピック代表のほとんど

が出場せず、世界選手権出場の強豪が不参加だった

こともあり、多くの階級で初優勝選手が生まれた。

　その中で、メキシコ・オリンピックのグレコロー

マン・フェザー級銀メダリストの藤本英男（日体大

教）が両スタイルの62kg級で優勝した。全日本選

手権の両スタイルを同時に制したのは、1933年の

平田孝（フライ級）と武田幸彦（ウエルター級）、1934

年の川野俊一（ライトヘビー級）に続いて4人目。

　この頃、国際レスリング連盟（FILA）はサンボを

第3のレスリングとして推進し、オリンピック種目

入りを目指していた。本協会も全日本サンボ協会

に協力。3月23日に東京・岸記念体育会館で行われ

た全日本サンボ選手権には多くのレスリング選手

が出場した。58kg級で平山紘一郎（自衛隊）、62kg

級で菅芳松（自衛隊）、68kg級で田上高（日体大）が

優勝。62kg級の両スタイル全日本王者の藤本英男

（日体大教）も68kg級に出場したが3位に終わった。

専大が創部34年目で
初の東日本学生リーグ戦優勝

　東日本学生リーグ戦が5月30日～ 6月1日、東京・

1968
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階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

52kg級
（23名）

中田　茂男
（自衛隊）

○判定
Baju Baev
（ブルガリア）

○判定
Andre Gaudinot
（フランス）

○判定
Oh Jung-Yong
（韓国）

○判定
Vincenzo Grassi
（イタリア）

○フォール
Mohammed Lhorbani

（イラン）

○判定
Richard Joseph Sanders

（米国）

○フォール、4'07"
Surenjav Suchebator

（モンゴル）
優勝

57kg級
（21名）

上武 洋次郎
（群馬県協会）

○フォール、2'47"
Teran

（エクアドル）

○フォール、1'43"
Horst Mayer
（東ドイツ）

○判定
Zbigniew Zedzicki
（ポーランド）

△引き分け
Ali Aliev
（ソ連）

○判定
Singh
（インド）

ＢＹＥ
△引き分け

Abutaleb Gorgori Talebi
（イラン）

優勝

63kg級
（23名）

金子　正明
（自衛隊）

○フォール、2'47"
Ruz

（メキシコ）

○フォール、2'06"
Rufi no

（ドミニカ共和国）

○判定
Teedendambaa
（モンゴル）

○フォール、4'31"
Choi
（韓国）

○判定
Petre Coman
（ルーマニア）

△引き分け
Eniu Todorov
（ブルガリア）

○判定
 Shamseddin Seyed-Abassi

（イラン）
優勝

70kg級
（26名）

堀内　岩雄
（日大教）

○判定
Buzas

（ハンガリー）

○警告
Enache

（ルーマニア）

○判定
Pajak

（ポーランド）

●判定
Zarbeg Beriashvili

（ソ連）

●判定
Wayne Turner Wells

（米国）
―

78kg級
（19名）

佐々木 龍雄
（自衛隊）

ＢＹＥ
○フォール、10'10"

Singh
（インド）

○判定
Daniel Robin
（フランス）

●判定
Sotirov

（ブルガリア）

△引き分け
Youri Shakhmuradov

（ソ連）
4位

87kg級
（22名）

遠藤　茂
（遠藤商会）

△引き分け
Wypiorczk
（ポーランド）

○判定
Ernst Knoll
（西ドイツ）

○判定
Lupe Lara
（キューバ）

●フォール、1'19" 
Thomas Peckham

（米国）
―

97kg級
（16名）

川野　俊一
（自衛隊）

○判定
Negut

（ルーマニア）

●判定
Jess Lewis
（米国）

●判定
Gerd Bachmann
（東ドイツ）

―

+97kg級
（15名）

磯貝　頼秀
（千葉・習志野高）

●フォール、1'57"
Osman Duraliev
（ブルガリア）

●フォール、0'46"
Alexander Medved

（ソ連）
―

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

52kg級
（24名）

石黒　修一
（日清工業）

●警告失格、7'45"
Jussi Vesterinen
（フィンランド）

●負傷棄権、2'01"
Domenico Centurioni

（イタリア）
―

57kg級
（24名）

桜間　幸次
（自衛隊）

○判定
Svensson

（スウェーデン）

○警告
Puls

（東ドイツ）

○フォール、2'44"
Guerr

（メキシコ）

△引き分け
Ion Baciu

（ルーマニア）

●判定
Janos Varga
（ハンガリー）

5位

63kg級
（23名）

藤本　英男
（日体大助手）

ＢＹＥ
○フォール、0'20"

Garcia
（グアテマラ）

○判定
Jiri Svec
（チェコ）

△引き分け
Hizir Alakoc
（トルコ）

○判定
Dimiter Galintshev
（ブルガリア）

○判定
Simion Popescu
（ルーマニア）

△引き分け
Roman Rurua
（ソ連）

2位

70kg級
（26名）

宗村　宗二
（フリー）

○警告、8'54"
Piero Bellotti
（イタリア）

○判定
Vario

（アルゼンチン）

○フォール、8'27"
Marchand
（フランス）

○判定
Antal Steer
（ハンガリー）

△引き分け
Eero Tapio
（フィンランド）

○判定
Petros Galaktopoulos
（ギリシャ）

△引き分け
Stevan Horvat
（ユーゴスラビア）

優勝

78kg級
（22名）

田代　俊郎
（中大教）

●判定
Mohmoud
（シリア）

●判定
Franz Berger
（オーストリア）

―

87kg級
（19名）

開　健次郎
（自衛隊）

●両者警告、7'20"
Nystrom

（スウェーデン）

●フォール、4'41"
Lothar Metz
（東ドイツ）

―

97kg級
（16名）

長尾　猛司
（自衛隊）

○フォール、5'05"
Millard
（カナダ）

●フォール、2'42"
Prlowski

（ポーランド）

●フォール、3'52"
Nikolai Yakovenko

（ソ連）
―

+97kg級
（15名）

磯貝　頼秀
（千葉・習志野高）

●フォール、1'19"
Utterheaeghe
（フランス）

●フォール、0'38"
Istvan Kozma
（ハンガリー）

―

※当時の階級の呼称は、52kg級＝フライ級、57kg級＝バンタム級、63kg級＝フェザー級、70kg級＝ライト級、78kg級＝ウエルター級、87kg級＝ミドル級、
97kg級＝ライトヘビー級、+97kg級＝ヘビー級

【フリースタイル】

【グレコローマン】


